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1.問 題 と 目的
児 童 学 科 で は2016年 度 か ら様 々 な講 義 内 外 の時 間 を利 用 して 「親 子 支 援 ひ ろ ば ぴ っ ぱ
らん 」 の活 動 を行 っ て きて い る(瀬 々 倉.2017・2018・2019)。2020年 度 か ら は、2回 生 を対
象 と した通 年 科 目 「子 ど も ・子 育 て支 援 演 習1」 が 開 設 され 、 現 代 の 保 育 者 に求 め られ る子
ど も ・子 育 て 支 援 を 体 系 的 に 学 ぶ 一 連 の 科 目 の 一 つ に位 置 付 け ら れ て い る(表1:瀬 々
倉.2019)。 当該 科 目 は ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ を 中 心 と して お り、 「ぴ っ ぱ らん ど」 活 動 を
行 う内 容 とな って い る。これ は地 域 密 着 で 乳 幼 児 期 の親 子 を学 内 の 子 育 て 支 援 ル ー ム(以 下 、
通 称 の 「ぴ っ ぱ らん ル ー ム 」 と称 す 。)に 招 き、保 育 学 生 が 日頃 学 ん で い る知 識 や 技 術 を総
動 員 した プ ロ グ ラ ム を提 供 す るイ ベ ン トを含 む 活 動 で あ る。 「ぴ っ ぱ らん ど」 とは別 に、
筆 頭 執 筆 者 の ゼ ミに所 属 す る3・4回 生 が 中 心 とな って 行 っ て きた 少 人 数 ・個 別 対 応 制 で
親 子 分 離 を基 本 と して連 続 開 催 す る 「ぴ っぱ らん シ リー ズ 」 の イ ベ ン トに つ い て も、 引 き
続 き充 実 化 して い く予 定 で あ る。 本 稿 で は、 「ぴ っ ぱ らん ど」 と 「ぴ っ ば らん シ リー ズ 」
と を 「ぴ っ ば らん 活 動 」 と総 称 し、 親 子 を招 い て 行 う活 動 に つ い て は 「イ ベ ン ト」 と称 す
る。
2020年 、 新 型 コ ロナ ウ イ ル ス(covid-19)感 染 症 拡 大(以 下 、 「コ ロ ナ禍 」 と略 す 。)と い
う不 測 の事 態 に見 舞 わ れ 、4月 下 旬 か ら よ うや く開 始 され た講 義 は、 学 生 も執 筆 者 ら も混
乱 や不 安 の 中 で 進 め る こ と とな り、 一 時 は ぴ っ ば らん 活 動 の イ ベ ン トの実 施 が 危 ぶ ま れ る
状 況 と な っ た 。 そ こで、 現 代 に お け る子 ど も ・子 育 て 支 援 の原 点 に立 ち返 り、 コ ロナ 禍 の
親 子 が 晒 され て い る厳 しい 状 況 下 にお い て、 自分 た ち が で き る こ とは何 か を考 え、 イベ ン
トに向 け て活 動 しい く こ と と した 。 大 学 で は、 コ ロナ禍 対 応 と してICT(lnformationand
CommunicationTechnology)シ ス テ ム の導 入 が 一 気 に進 み 、 日々 新 た な知 識 や 技 術 を取 り
込 みICTツ ール を駆 使 した講 義 が教 員 に求 め られ る一一方 で 、 学 生 に もICTへ の適 応 が 求
め られ る こ と と な っ た。な お 、文 部 科 学 省 は、コ ロ ナ禍 以 前 か ら、ECEC(乳 幼 児 期 の保 育 ・
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教 育:EarlyChildhoodEducationandCare))に お け るICTの 充 実 化 を 求 め て い る。
2020年 度 の 「ぴ っ ば らん 活 動 」 で保 育 学 生 た ち は、従 来 の対 面 型 に加 え て オ ン ラ イ ン に
よ る遠 隔 双 方 向 型 、 録 画 を利 用 した オ ンデ マ ン ド型 な ど を組 み合 わ せ たハ イ ブ リ ッ ド型 の
授 業 に よ っ て 、 子 ど も ・子 育 て支 援 の 学 び を進 め て い る。 秋 に は オ ン ライ ン に よ る遠 隔 双
方 向 型 で 親 子 を対 象 と した 「ぴ っ ぱ らん ど」 の イベ ン トを2回 、 「ぴ っ ぱ らん シ リー ズ 」
の イベ ン トを連 続4回 、 合 計6回 開催 した。
本 稿 で は2020年 度 の オ ン ラ イ ンに よ る ぴ っ ぱ らん 活 動 に関 す るデ ー タ に つ い て 、特 に、
子 ど も ・子 育 て 支 援 活 動 を通 した 保 育 学 生 の教 育 に焦 点 を 当 て て 検 討 す る。
表1.子 ども・子 育 て支 援 に 特 化 した学 び のイメージ(瀬 々倉.2019)
知 識 理 論
実 践=
ぴっぱ らん ど
より専 門 的 な
実 践 ・研 究=
ぴっば らん シリーズ
1回 生
前 期 (希望者 は補助 参 加) (希望者 は補 助 参加)
後 期 教 育心 理学 皿 (希望者 は補助 参 加) (希望者 は補 助 参加)
2回 生
前 期
発 達心 理学 皿
(子ども家 庭 支援 の心理 学) 子 ども・子 育 て
支 援 演 習1
(希望者 は補 助 参加)
後 期 子 ども家庭 支援 論
3回 生
前 期
子 ども・子 育 て
支 援 演 習 皿
児童 学専 門 演習
子 ども・子 育 て支 援ゼミ後 期 子育 て支 援
4回 生
前 期
児童 学研 究 演習
子 ども・子 育 て支援 ゼミ後 期
卒 業 幼 稚 園 、認 定 こども園 、保 育 所 、児 童 館 、子 育 て支 援 関 連 機 関 、関 連 企 業 、進 学
2 .方 法 と 結 果
(1)オ ン ラ イ ン に よ る ハ イ ブ リ ッ ド型 の 授 業(遠 隔 双 方 向 型 、 録 画 を 利 用 し た オ ン デ マ ン
ド型 な ど を 組 み 合 わ せ た 授 業)と 、 授 業 内 で 行 っ た び っ ぱ ら ん 活 動 の イ ベ ン ト準 備
〔ICTツ ー ル の 活 用 〕
筆 頭 筆 者 が 担 当 す る す べ て の 講 義 に お い て 使 用 し たICTツ ー ル を 列 挙 し た う え で 、本 稿
に 深 く 関 係 す る ツ ー ル に つ い て 記 載 す る 。LMS(LearningManagementSystem教 材 の 配 布 、
課 題 の 提 出 、 諸 連 絡)、Zoom⑭(動 画 や 文 書 な ど の 共 有 、 事 前 登 録 に よ る 固 定 グ ル ー プ の ブ
レ イ ク ア ウ ト ・セ ッ シ ョ ン 、録 画 、ホ ワ イ ト ボ ー ド)、MicrosoftOffice365のPowerPoint⑪ ・
Stream⑭(学 内 限 定 の 動 画 の 掲 載)・Teams⑪(授 業 ご と の チ ー ム や 授 業 ・学 年 を 越 え た チ ー ム
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編 成 、 チ ー ム 内 や 個 人 間 チ ャ ッ ト、 文 書 フ ァ イル の共 有 ・共 同編 集 、 動 画 や 画 像 の 共 有 、
ダ ウ ン ロ ー ド不 可 の資 料 の 提 示)・Photo(動 画 編 集)、YouTube⑭(動 画 の掲 載)、Twitter⑭(外
部 に向 け た情 報 発 信)、Webカ メ ラ、 ヘ ッ ドセ ッ ト、 ス ピー カ ー マ イ ク等 を用 い て い る。
な お 、 ブ レイ ク ア ウ ト ・セ ッシ ョ ン機 能 はZoom⑭ が先 行 して い るが 、2020年 末 に教 育 機
関 向 け のTeams⑪ に も機 能 が 追加 さ れ て い る。
ぴ っ ぱ らん活 動 に の み使 用 した ツー ル は、Googleform⑪ で あ り、 参 加 学 生 の ア ンケ ー ト
調 査 、 イベ ン トに参 加 した 親 子 の 申 し込 み や ア ンケ ー ト調 査 に使 用 した。 な お 、 各 ツ ー ル
の機 能 を理 解 し、 設 定 登 録 を行 って 授 業 に活 用 で き る よ うに す るた め に は 、 相 当 の 時 間 と
労 力 を要 して い る。
〔オ ン ラ イ ン に よ る双 方 向型 授 業 〕
文 科 省 の通 知 に基 づ い て オ ン ラ イ ン に よ る授 業 時 間 を60分 と し、 課 題 取 り組 み 時 間 を
30分 と し た 。4月 下 旬 か ら始 ま っ た 授 業 は オ ン ラ イ ン 双 方 向 型 と し、Zoom⑪ 内 で
PowerPoint⑭ や 動 画 を用 い て 説 明 を 行 っ た。 ま た 、LMSを 使 用 して 諸 連 絡 や 課 題 提 供 を行
い、6月 か らは チ ャ ッ ト機 能 の利 便 性 が 高 いTeams⑪ で講 義 ご との チ ー ム を編 成 し、受 講i生
を登 録 して 併 用 した 。Zoom⑬ の グル ー プ登 録 を事 前 に行 って ブ レ イ ク ア ウ ト・セ ッシ ョ ン
(固 定 グル ー プ に よ る ブ レ イ クア ウ ト ・ル ー ム で の デ ィス カ ッシ ョ ン)を 実 施 した 。 ブ レ
イ ク ア ウ ト・セ ッシ ョン の録 画 ミス へ の 対 応 と して 共 同 ホ ス トを各2名 と し、そ の 口の 内 に
Teams⑪ に録 画 と議 事 録 を学 生 が掲 載 した。講 義 時 間 が 限 られ て い る 中 で も他 の グ ル ー プ の
デ ィス カ ッシ ョン の様 子 を視 聴 した り、 所 属 グル ー プ に リアル タ イ ム に参 加 で き な か っ た
際 に も視 聴 した りで き る よ うに した 。
Teams⑪ 内 の チ ー ム毎 に連 動 して い るStream⑪ の グル ー プ に、授 業 全 体 の 録 画 を執 筆 者 が
掲 載 した。 受 講 生 や 講義 内 で 扱 う題 材 の プ ラ イバ シ ー を守 りつ つ 、 オ ンデ マ ン ドへ の 要 望
に も対 応 す るた め、Stream⑭ はTeams⑭ と連 動 した メ ンバ ー の み視 聴 可 能 と し、ダ ウ ン ロ ー
ド不 可 に設 定 して い る。 な お 、学 生 もTeams⑬ に は投 稿 可 能 で あ る一 方 、Stream⑬ へ の 投 稿
は教 職 員 に 限 られ て い る。
9月 下 旬 か ら は一 部 対 面 授 業 が可 能 とな った た め、 対 面 授 業 とオ ン ライ ン双 方 向 と を執
筆 者 らが 同時 に行 っ た。
〔ぴ っ ぱ らん ど の イ ベ ン ト準 備 ・開 催 〕
ぴ っ ぱ らん ど の イベ ン ト準 備 は2回 生 の 通 年 科 目で あ る「子 ど も ・子 育 て支 援 演 習1」 の
授 業 内 外 で お こ な っ た。 受 講 生 は28名 で あ り、 筆 頭 執 筆 者 の ゼ ミ生 もオ ブザ ーバ ー 兼 ア
ドバ イザ ー と して 参 加 した 。授 業 はZoom⑬ の全 体 講 義 に加 えて 、事 前 登 録 した 固定 グル ー
プ に よ る ブ レ イ ク ア ウ ト・セ ッ シ ョ ン を積 極 的 に用 い た。具 体 的 に は、運 動 遊 び グ ル ー プ と
造 形 遊 び グ ル ー プ とに大 別 して グル ー プ デ ィス カ ッ シ ョンや イ ベ ン トへ の 準 備 を行 った 。
一123一
京都女子大学教職支援センター研究紀要(第3号)
さ ら に、授 業 内 外 で グル ー プ を細 分 化 し、ブ レ イ ク ア ウ ト・セ ッ シ ョ ンに よ って デ ィス カ ッ
シ ョ ン や準 備 を 進 め た 。 細 分 化 した 各 グ ル ー プ の 役 割 は、 リー ダ ー1名 、 サ ブ リー ダ ー1
名 、 広 報3名 、 は じま りの会2名 、 メ イ ン活 動5名 、 お わ りの会2名 で あ る。 これ らの 活
動 も全 て 録 画 編 集 してStream⑪ とTeams⑪ と に掲 載 した 。 ま た 、Teams⑪ で は学 生 もス レ ッ
ドを 立 て る よ う促 し、 役 割 ご との進 行 状 況 の 報 告 や 作 成 途 中 の動 画 な どに つ い て の 意 見 を
募 るな どす る こ とで 、 活 発 な交 流 が 展 開 され る よ う にな って い った 。
学 生 の要 望 に応 え て夏 季 休 暇 中 もオ ン ラ イ ン に よ るぴ っ ぱ らん 活 動 を行 って お り、 イベ
ン ト開 催 に 向 けて の リハ ー サ ル や練 習 は授 業 内 外 で お こな っ た。
10月17日 に開 催 した運 動 遊 び グル ー プ に よ る ぴ っぱ らん どの イベ ン トは、 「ぴ っ ぱ ら
ん 島 の ぼ う けん 」 を テ ー マ に して お り、 参 加 者 の親 子 と保 育 学 生 らが 画 面 越 しに ジ ャ ン ケ
ンな ど を行 い交 流 した。 バ ラ ンス ゲ ー ム な どの 遊 び を通 して 自然 に身 体 を 動 か しな が ら進
み、 宝 箱 の カ ギ を見 つ け る物 語 形 式 で あ る。11月28日 に開 催 した 造 形 遊 び グル ー プ に よ
るぴ っ ぱ らん どの イベ ン トは、 「み ん な の1等 賞 は な あ に?～ 世 界 に一 つ だ け の王 冠 を作
ろ う～ 」 を テ ー マ に した紙 皿 を使 った 王 冠 づ く りで あ る。2回 の び っ ぱ らん ど活 動 の イベ
ン トの チ ラシ を図1に 示 す 。各 グ ル ー プ の広 報 係 が 中心 とな っ て、Teams⑭ 内 で 意 見 を交 わ
しな が ら作 成 した もの で あ り、本 稿 末 尾 に記 して い る ぴ っ ば らんTwitter⑪ で は カ ラー 画 像
を掲 載 して い る。
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図1.ぴ っば らん どの イベ ン ト:チ ラシ
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メ イ ン活 動 で あ る運 動 遊 び の方 法 や紙 皿 を使 っ た王 冠 作 りの制 作 過 程 の 見 本 と な る
動 画 、 は じま りの会 及 び お わ りの 会 の動 画 を事 前 に作 成 した 。 イ ベ ン ト当 日 の メ イ ン
活 動 で は、 見 本 動 画 の視 聴 後 に親 子 と保 育 学 生 が リア ル タ イ ム で交 流 しな が ら進 行 し
た。 意 見 を 取 り交 わ しな が ら繰 り返 し行 っ た動 画 撮 影 は、 執 筆 者 らが 講 義 外 の対 面 指
導 やZoom⑪ に よ るオ ン ラ イ ン指 導 を行 い な が ら学 生 が 行 った 。 撮 影 後 も学 生 が編 集 し
て 字 幕 を付 け、Teams⑪ に掲 載 して 意 見 を募 り、速 度 や 音 声 の 調 子 な ど を改 善 して い っ
た。 動 画 の 試 聴 を通 して 、 ネ ッ ト環 境 に よ っ て は音 声 トラ ブル が 生 じる可 能 性 が あ る
こ とや 、 聞 こ え に くさ を 抱 え る親 子 に も役 立 て て も ら え る よ うに と話 し合 い 、 事 前 録
画 に は字 幕 、 イ ベ ン ト当 日 の リア ル タ イ ム の進 行 に は フ リ ッ プ を使 用 す る こ と とな っ
た。 イ ベ ン ト当 日の 流 れ と配 信 の 関係 につ い て 表2に 示 す 。 な お 、 親 子 との双 方 向 で
行 う交 流 につ い て は、 リー ダ ー とサ ブ リー ダ ー が 中心 とな っ て進 行 した。
表2.オ ンラインぴっ ばらん 活 動 の 流 れ と配 信
プ ログ ラム ぴ っばらんど ぴっば らんシ リーズ
招 待状 招待 動 画の送 付 メー ル のみ
はじま りの 会 事 前 録 画(ペ ープサ ー ト・デ ジタル 絵 本)+双 方 向 双 方 向(手 遊 び 歌)
メイン活 動 事 前 録画+双 方 向 親 子 ごとに、ブ レイクアウ ト・セッションによる双 方 向
お わ りの会 事 前 録 画(ペ ープサ ー ト・デ ジタル 絵 本)+双 方 向 事 前 録 画(絵 本)+双 方 向
2回 生科 目 の 「保 育 実 習1」 は次 年 度 に延 期 と な っ た こ とか ら、オ ン ライ ンで は あ るが 、
ぴ っ ば らん どの イベ ン トが 保 育 学 生 と して初 め て 子 ど もや 保 護i者 に関 わ る機 会 とな った 。
そ れ ぞれ の イベ ン ト当 日 の様 子 につ い て録 画 し、 後 に3種 類 の 編 集 動 画 を作 成 した 。 ①
親 子 の 様 子 もそ の ま ま 映 って い る動 画 に つ い て は、 講 義 の 中 で視 聴 しデ ィス カ ッシ ョン を
行 った 。 ②Zoom⑭ の画 面 に は映 ら な い 「舞 台 裏 」 の動 画 に つ い て は、 当 日の ス タ ッ フ の動
き を全 員 が共 有 す る た め に講義 内 で 視 聴 した 。 コ ロナ禍 で あ るた め 、 イ ベ ン ト当 日は 限 ら
れ た 人 数 の保 育 学 生 の み が 、ぴ っ ば らん ル ー ム か ら配 信 し、多 くの 学 生 は 自宅 か らZoom⑪
に参 加 す る こ と とな っ た 。 ③ 親 子 の 画 像 部 分 を カ ッ ト して 編 集 した 動 画 は 、 子 ど も ・子 育
て支 援 の オ ンデ マ ン ドコ ンテ ンツ と して 広 く他 の親 子 に も視 聴 して も らえ る よ うに 、 大 学
の ホ ー ムペ ー ジ に リ ン ク を貼 っ て い る(ぴ っ ぱ らん ど動 画.2020)。 な お 、保 育 学 生 の顔 が 映
っ て い る こ とか ら、 リ ン ク フ リー に は して い な い。
一125一
京都女子大学教職支援センター研究紀要(第3号)
〔ぴ っ ぱ らん シ リー ズ の イベ ン ト準 備 ・開催 〕
ぴ っ ぱ らん シ リー ズ の イベ ン ト準 備 は執 筆 者 のゼ ミ3回 生 を中 心 に 行 い 、 お わ りの 会 の
絵 本 読 み に つ い て は、2回 生 の有 志 に依 頼 して 事 前 動 画 を作 成 した 。 多 くは ぴ っ ぱ らん ど
の イベ ン ト準 備 と重 複 す るの で異 な る点 の み 記 載 す る。
ぴ っ ぱ らん シ リー ズ の イベ ン トで は、親 子1組 に対 して保 育 学 生1人 が4回 通 して 担 当
す る こ とで、 段 階 的 に 関 わ りを深 め て い く こ と に な る。 ま た、 従 来 の来 室 対 面 型 で重 視 し
て い た 親 子 分 離 は実 施 せ ず 、Zoom⑭ の ブ レ イ ク ア ウ ト ・セ ッ シ ョ ンに よ って 、1組 の 親 子
と一 人 の保 育 学 生 とが一 部 屋 ご と に分 か れ て 実 施 す る形 式 と した 。 この た め 、4回 分 の プ
ロ グ ラ ム 内容 を保 育 学 生 全 員 が 、 担 当 す る親 子 に合 わ せ て 進 行 で き る よ う、 言 葉 が けの 方
法 や材 料 の提 示 の 仕 方 な ど、 よ り具体 的 な指 導 や 練 習 を重 ね る こ とが 必 要 と な っ た 。
3回 生 は6月 に行 う予 定 で あ っ た幼 稚 園 教 育 実 習 が 延 期 とな っ た もの の 、2回 生 の 時 点
で保 育 実 習1と 施 設 実 習 を、2020年 度 の3回 生 時 に は コ ロナ 禍 で は あ っ て も イベ ン ト開 催
前 に保 育 実 習IIを 経 験 して い る こ とか ら、あ る程 度 子 ど もの反 応 は予 測 で き た よ うで あ る。
も っ と も、 保 護 者 と密 に関 わ る経 験 は ほ ぼ初 め て で あ った た め 、個 々 の ブ レ イ クア ウ ト ・
ル ー ム に執 筆 者 らが 入 室 して 必 要 に応 じて介 入 した。
ぴ っ ぱ らん シ リー ズ の イベ ン トに関 す るチ ラ シ を 図2に 示 す 。 ペ ッ トボ トル を使 った マ
ラカ ス 作 りや飲 料 パ ッ ク を使 用 した カ ス タ ネ ッ トづ く りを経 て 、 そ れ らを使 っ て ダ ンス を
す る流 れ と した 。 来 日直 後 で 英 語 で の 対 応 が 必 要 な親 子 の た め に、 英 語 を 記 した絵 カ ー ド
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(2)オ ン ライ ン双 方 向 型 に よ る支 援 と、 従 来 の対 面 型 に よ る支 援 の比 較 検 討
従 来 の来 室 対 面 型 に よ る支 援 とオ ン ライ ン双 方 向型 に よ る支 援 につ い て 、 実 施 方 法 ・支
援 対 象 の親 子 ・学 生 の 関 わ りを整 理 した び っ ぱ らん の イベ ン トの 比 較 を表3に 示 す 。
表3従 来 の 来 室 対 面 型 とオンライン双 方 向 型 によるぴっば らん のイベントの比 較
従 来 の来室 対面 型 オンライン=双 方 向 型 ・オ ンデ マンド型
活動
ぴっぱらんど ぴっば らんシ リーズ ぴっぱらんど ぴ っぱ らんシ リー ズ
字 幕 の必要 な親子
日本語 が話 せる親 子
対象 幼 児1人 と養育 者 のみ
英語 が必要 な親子
乳 幼児 期 の親 子+兄 弟姉 妹
近 隣在 住
居住 地域 に限定 されない
ブレイクアウト・ルームで
複 数 の親子 に
関わ り
複 数 の親子 に 親子 分離
一斉 に対 応
親子 毎 に個 別対 応
一斉 に対 応 子 どもは マンツー マン 日英 の字幕 付 き
字 幕付 き
英 語 対応
感 触 遊びを中心 とした
内容 親 子合 同 遊び 発 達促 進 的アプローチ 親 子合 同 遊び 個別 対 応の親 子遊 び
養育 者 向 けプログラム




一 時 は イ ベ ン トの開 催 が 危 ぶ ま れ た が 、 コ ロナ 禍 だ か ら こそ 必 要 な支 援 が あ る こ と を重
視 した 。 オ ン ラ イ ンに よ る ぴ っ ぱ らん 活 動 を行 う過 程 で 、 そ の都 度 必 要 に応 じて対 応 を重
ね て き た。 改 め て 比 較 検 討 した結 果 、 これ ま で 対 象 と して い た親 子 の み な らず 、 多様 な親
子 の ニ ーズ を理 解 し、 オ ン ラ イ ンで あれ ば こそ 対 応 が 可 能 な場 合 が あ る こ とが 明 らか とな
っ た 。 これ ま で 対 応 で きて い な か った 、 遠 方 在 住 の親 子 、 字 幕 が 必 要 な親 子 、 英 語 が 必 要
な親 子 な どへ の 対 応 を行 って い る。
(3)オ ン ライ ン ぴ っ ば らん 活 動 に参 加 した 保 育 学 生 を対 象 と した ア ンケ ー ト調 査
オ ン ラ イ ン ぴ っ ぱ らん 活 動 に 参 加 した保 育 学 生 を対 象 に した ア ンケ ー ト調 査 の 結 果 を
表4に 示 す 。丸 数 字 に対 応 した質 問 項 目 に対 す る程 度 を1(弱 い)か ら5(強 い)ま で の 点 数 で
評 価 して い る。 ア ンケ ー ト調 査 は個 々 の学 生 が 自分 の経 験 を客 観 化 す る こ と、 今 後 の 保 育
者 養 成 にお け る子 ど も ・子 育 て支 援 に関 す る教 育 ・研 究 に活 か す こ とを 目的 と して い る。
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運 動 遊 び
グ ル ープ
(n=12)





Avg. SD Avg. SD Avg. SD Avg. SD
① 活動 に参 加 することで満 足できた。 4.7 0.47 4.1 0.83 4.4 0.72 4.2 0.40
② 子 ども・子 育 て支 援 につい て理 解 できた 。 4.3 0.83 4.1 0.54 4.2 0.72 3.8 0.40
③ 子 ども・子 育 て支 援 へ の 興 味 が 強 くなった 。 4.5 0.65 4.5 0.67 4.5 0.66 4.6 0.49
④ 子 ども・子 育 て支 援 にや りが いを感 じた 。 4.4 0.64 4.2 0.98 4.3 0.82 4.8 0.40
⑤ 録画(事 前 準 備含 む)で実施 後 に客 観視 できた。 4.3 0.62 3.8 0.75 4.1 0.73 4.4 0.80
⑥ 録画 を活 用して他 者 に説 明することができた。 4.2 0.69 3.5 0.81 3.9 0.81 3.4 0.49
⑦ 録 画 を活 用 した研 究 が できた ・した い。 3.9 1.04 3.4 0.80 3.7 0.97 3.4 0.49
⑧ 子 どもとの 関 わ りは難 しか った 。 1.9 0.64 1.9 0.83 1.9 0.73 2.0 0.63
⑨ 子 どもとの 関 わ りは新 鮮 だ った 。 4.0 1.29 4.3 0.90 4.1 1.14 4.0 0.89
⑩ 個 々の 子 どもに 合 った対 応 に つい て学 ぶ ことが できた 。 3.5 1」2 3.9 0.54 3.7 0.92 4.6 0.49
⑪ 保 護 者 との 関 わ りは難 しか った 。 3.8 0.99 4.2 0.75 4.0 0.90 4.4 0.80
⑫ 保護 者 との関わりは新鮮 だった。 4.4 0.64 4.2 0.98 4.3 0.82 5.0 0.00
⑬ 子育 てに関する保護 者 の思 いを知 ることができた。 3.9 0.64 3.6 0.66 3.8 0.67 3.6 0.80
⑭ 子 ども・子育 て支 援 は多くの機 関 や関係 者 が関わっている。 4.7 0.47 4.2 0.60 4.5 0.58 4.4 0.49
⑮ 子 ども・子育 てに関係 する機 関 の役 割 を理 解 できた。 4.1 1.04 3.9 0.70 4.0 0.90 32 0.75
⑯ オンラインに よる実 施 は難 しか った 。 4.3 0.62 4.8 0.40 4.5 0.58 4.8 0.40
⑰ オンラインによる実 施ならではの活動 ができた。 4.4 0.49 4.6 0.49 4.5 0.50 4.4 1.20
⑱ 活動 準 備のプロセスなどの情 報 が共有 できていた。 3」 1.04 3.2 0.98 3.1 1.01 4.0 0.63
⑲ メンバー 同 士 が 感 じていることを共 有 できていた 。 3.3 0.83 3.4 0.80 3.3 0.82 4.6 0.80
⑳ 自分 の 意 見 を他 のメンバ ー に伝 えることが できた。 3.8 0.90 4.0 0.89 3.9 0.90 4.6 0.49
⑳ 自分 と異 なる意見 を受 け入れることができた。 4.4 0.49 4.3 0.64 4.4 0.57 4.6 0.49
⑳ 本番 で出会った親 子の様 子 は想 像 していた通 りだった。 3.3 0.75 3.5 0.81 3.4 0.78 2.8 0.75
⑳ 適 切 に段 取 りを行 うことができた 。 3.6 0.64 2.9 1.04 3.3 0.91 2.8 0.40
⑳ 練 習 時 間 は十 分 だ った 。 3.3 0.60 2.6 0.80 3.0 0.77 2.6 0.49
⑮ 主体 的 に判 断 し行 動 できた。 3.8 0.90 3.3 0.90 3.6 0.94 3.8 0.75
⑳ 親子 に対して適 切な態度 や言 葉遣 いができた。 3.9 0.76 3.6 0.92 3.8 0.85 4.0 0.00
⑰ 15回 の講 義 回 数 では 足 りな か った 。 3.8 0.99 4.1 1.04 4.0 1.02 3.2 1.17
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運 動 遊 び
グル ー プ
(n=12)





n Avg. n Avg. n Avg. n Avg.
WEBぴ っばらん どの 実 施 にあ たって 、どの ような 不 安 を感 じ、どの ように
して解 消 しましたか 。
12 333 10 104 22 229 5 100
特 に印 象 深 か ったことのプラスマイナス 両 面 につい て教 えて下 さい。 12 416 10 103 22 274 5 146
今 後 、WEBぴ っば らん で挑 戦 してみ たい 内 容 を教 えて 下 さい 。 10 115 4 58 14 99 2 87
ま た 、 表5に 保 育 学 生 を対 象 と した ア ンケ ー トの 自由 記 述 覧 の 記 載 文 字 数 を示 す 。 造 形
遊 び グル ー プ に対 して 運 動 遊 び グル ー プ の 自 由 記 述 覧 の 文 字 数 は2.0～4.0倍 に な って い
る。
ア ンケ ー ト対 象 者 は ぴ っ ぱ らん活 動 を通 して イベ ン トの 準 備 を恒 常 的 に行 い 、 イ ベ ン ト
当 日 も参 加 した 、 ぴ っ ぱ らん ど26名 とび っ ぱ らん シ リー ズ5名 の合 計31名 で あ る。関 連
科 目で あ る 「子 ど も ・子 育 て 支 援 演 習1」 の 授 業 目標 と、 「ぴ っ ぱ らん活 動 にお け る学 生
の学 び」(図3・4)に 沿 った 質 問 項 目 を 中心 に、保 育 学 生 が ぴ っぱ らん 活 動 を通 して どの よ





















造 形 遊 び グ ル ー プ に対 して 、 運 動 遊 び グ ル ー プ の保 育 学 生 の方 が 全 般 的 に質 問 項 目の 点
数 が 高 くな る傾 向 に あ り、 特 に録 画 に関 連 した3項 目(⑤ ～ ⑦)は いず れ も0.5ポ イ ン ト以
上 高 く、満 足 度 、 適切 な段 取 り、練 習 時 間 、 主 体 的 な 判 断 で行 動(① ・⑳ ～ ⑳)で も0.5ポ イ
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ン ト以 上 高 くな って い る。
「ぴ っ ぱ らん ど」の活 動 に比 して 、 「ぴ っ ぱ らん シ リー ズ 」の活 動 に参 加 した 保 育 学 生 は準
備 活 動 を対 面 で 行 う機 会 が 多 か った こ と、 少 人 数 だ った こ と、 保 育 学 生 全 員 が 全 て の 行 程
を共 有 す る必 要 の あ る プ ロ グ ラム で あ っ た こ とか ら、 思 い の共 有(⑲)が1.3ポ イ ン ト、 情
報 の 共 有(⑱)が0.9ポ イ ン トそ れ ぞ れ 高 くな っ て い る。
参 加 満 足 度(①)は 総 じて 高 か く、 特 に運 動 グル ー プ で は4.7ポ イ ン トとな っ て い る。 子
ど も ・子 育 て 支 援 へ の 興 味 や や りが い(③ ・④)も 総 じて高 い 傾 向 に あ る な か で 、子 ど も ・子
育 て支 援 の理 解(②)が ぴ っ ぱ ら ん シ リー ズ で は3.8ポ イ ン トと低 い こ と は注 目に値 す る。
保 護 者 との 関 わ りを新 鮮(⑫)と 感 じて お り、 特 に、 ぴ っ ぱ らん シ リー ズ で は満 点 の5.0
ポ イ ン トとな る一一方 で 、 ぴ っ ば らん ど に比 して保 護 者 と の関 わ りを よ り難 しい(⑪)と 感 じ
て い る。
オ ン ラ イ ン に よ る実施 が難 しい(⑯)と 感 じる一 方 で 、 オ ン ラ イ ン実 施 な らで は の 活 動 が
で きた(⑰)と 感 じて い る。
自由 記 述 欄 につ い て は、 合 計14ペ ー ジ に も及 ぶ 熱 心 な 記 述 が な され て い る。 音 声 トラ
ブ ル へ の 困惑 や 、Zoom⑪ の 使 用 方 法 を如 何 に保 護 者 に分 か りや す く伝 え るか 苦 心 した こ と
な どの ほ か、 プ ロ グ ラム の 内 容 に関 す る記 述 が 多 い こ とか ら、 イ ベ ン トに参 加 して 下 さ っ
た保 護 者 対 象 の ア ンケ ー ト結 果 と照 ら し合 わ せ て 別 の機 会 に検 討 す る こ と と し、本 稿 で は 、
代 表 的 な もの を紹 介 す る。 下 線 は執 筆 者 が加 筆 した。
「ぴ っ ぱ らん 活 動 の イベ ン ト実 施 に際 し、 ど の よ うな 不 安 を感 じ、 どの よ うに して 解 消
した か 。 」 とい う質 問 に対 して、 ぴ っ ぱ らん シ リー ズ に参 加 した 学 生 は、 以 下 の よ うに 回
答 して い る。 「前例 もな く、ZOOMの 活 用 も今 年 度 か ら始 め た ば か りだ った の で、何 が 必
要 な の か ・ど うい っ た 問題 が 起 こ る可 能 性 が あ る の か を想 像 す る こ とが難 し く、 不 安 を感
じた 。 本 番 が近 づ くに つ れ 、 先 生 方 や ゼ ミ生 と話 す うち に形 が 具体 的 に な った 。 チ ャ ッ ト
や メ ー ル で は な く、 対 面 やZOOMを 活 用 して 、 直 接 顔 を合 わ せ て 話 し合 う こ との 大 切 さ
を痛 感 した。 」 で あ る。
同様 に、 「特 に印 象 深 か っ た こ との プ ラス マ イ ナ ス 両 面 に つ い て 教 え て 下 さ い。 」 とい
う質 問 に対 して 、 ぴ っ ば らん どの 活 動 に か か わ っ た保 育 学 生 も、 「印 象 深 か っ た こ と は、
ぴ っ ぱ らん ル ー ムで み ん な が 作 業 して い る姿 で す 。 そ れ ま でず っ と リモ ー トで 進 め て い た
の で 実 際 に み ん なで 会 って 作 業 す る と、 そ れ まで あ ま り話 した こ とが な い メ ンバ ー も含 め
て み ん な色 々話 しな が ら と っ て も楽 しそ う に作 業 して い る姿 を み て とて も嬉 し くな った の
を覚 えて い ま す 。 」 と記 して お り、 直 接 顔 を見 て 話 し合 っ た り、雑 談 も交 えて 交 流 した り
す る こ との重 要性 が 再 確 認 で き る。 オ ン ラ イ ンで は、 相 当 意 識 しな けれ ば 、 雑 談 を しに く
い こ と に は十 分 配 慮 す る必 要 が あ るだ ろ う。
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ま た 、 いず れ の イベ ン トにつ い て も、 授 業 が 始 ま った 当 初 は不 安 で い っぱ い だ っ た が 、
準 備 が 進 ん で い く過 程 で 学 生 間 の 気 心 も知 れ る よ う にな り、 具 体 的 な練 習 が 始 ま る と さ ら
に不 安 が 解 消 され て い った こ とが読 み 取 れ る。 イベ ン ト当 口は 、 実 際 に親 子 と画 面 越 しに
で も交 流 す る こ とが で きた 嬉 し さや 、 親 子 の反 応 を確 認 して達 成 感 を得 た と して、 オ ン ラ
イ ンで あ っ て もオ ンデ マ ン ドで は な く双 方 向 で 進 め た 意 義 に つ い て 記 載 して い る例 が 多 く
認 め られ た。
さ ら に、 ぴ っ ぱ らん ど につ い て は、 両 グ ル ー プ の リー ダ ー や サ ブ リー ダ ー へ の感 謝 の 気
持 ち が 記 載 され て い る もの が 多 数 あ っ た。
一 方 、 授 業 外 の時 間 を多 く使 用 す る こ と にな っ た点 につ い て は マ イ ナ ス 点 だ と して 記 載
して い る 回答 が複 数 認 め られ た。
3.考 察
(1)ア ンケ ー ト結 果 か ら見 る今 後 の 課 題
当 該 科 目の シ ラバ ス にお け る 目標 を図 式 化 した 内容(図3・4前 掲)と ア ンケ ー ト結 果 を照
ら し合 わ せ て検 討 した結 果 、 課 題 と して 以 下 の 内容 が 明 示 され た 。 いず れ も、 教 育 方 法 の
工 夫 で 対 応 が可 能 で あ る と考 え られ る もの で あ る。
〔関係 機 関 との 連 携 〕
図3・4中 の 「事 前 学 習 」 にお け る 「連 携 組 織 」 と、 「事 前 準 備 」 に お け る 「関係 機 関 訪
問 」で あ る。子 ど も・子 育 て支 援 は多 くの機 関 や 関 係 者 が 関 わ っ て い る こ と(⑭)に つ い て は 、
折 に触 れ て伝 えて い た こ と も あ り、多 くの 保 育 学 生 が 理 解 した とみ られ る。しか しな が ら、
関 係 機 関 の理 解(⑮)に つ な が る訪 問 の機 会 につ い て は、 コ ロナ 禍 の 影 響 が 大 き く提 供 す る
こ とが で き て い な い。 〔 「事 前 準 備 」 に お け る練 習 ・段 取 り/情 報 の共 有/授 業 時 間 外 の
学 習 時 間 の多 さ〕
ICTツ ール に よ る情 報 共 有 が 可 能 な 環 境 は 、 執 筆 者 らがTeams⑬ 内 に お い て 意 識 して 整
え て い る。 しか しな が ら、 学 生 た ち に は全 員 で 情 報 を共 有 す るた め に は、 自分 か ら発 信 す
る必 要 が あ る こ とが 、 上 手 く伝 わ ら な か っ た よ うで あ る(⑱ ⑲ ⑳)。 執 筆 者 らが 「(学生 が)
コメ ン トを投 稿 す る こ とで 、出席 を確 認 す る」な ど と した 場 合 に は 、全 員 が 投 稿 して お り、
積 極 的 な発 言 を促 す に は、 指 導 者 側 の 「しか け」 が必 要 で あ る。
ま た 、 実 際 に プ ロ グ ラ ム 内容 を練 習 す る こ とで 、 段 取 りが付 け られ て い く こ とか ら、 で
き るだ け早 く実 際 に動 い て 練 習 す る期 間 に移 行 す る必 要 で あ る。 学 生 が段 取 りを理 解 す る
こ と と、 十 分 に練 習 す る こ とは、 同 時 並 行 的 に成 立 して い る。 一 方 で 、 学 生 自身 の 気 づ き
を待 つ の に は相 当 な時 間 を要 す る。
ア ン ケ ー トの 自 由記 述 覧 に は、 複 数 の学 生 が マ イ ナ ス 点 と して 、 授 業 外 学 習 の 多 さ につ
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い て 言 及 して い る。 今 回 の 経 験 を も とに、 オ ン ラ イ ンぴ っ ぱ らん に特 化 した 学 習 ス ケ ジ ュ
ー ル や 短 期 目標 を提 示 す る こ とな ど を再 考 した い。
〔ス タ ッフ 間 の 協 働 関 係 〕
ス タ ッフ 問 の 共 同 に 関 す る項 目(⑱ ・⑲)に つ い て は 、ぴ っ ば らん ど よ りも、ぴ っ ぱ らん シ
リー ズ の保 育 学 生 が 高 得 点 に な って い る。 これ は、 ぴ っ ぱ らん ど は役 割 ご と に分 か れ て 準
備 活 動 をす る こ とが 多 か った 一一方 で 、 ぴ っば らん シ リー ズ は保 育 学 生 全 員 が 同 一一の プ ロ グ
ラム を行 え る よ うに な る必 要 が あ り、 準 備 の プ ロ セ ス が 異 な って い た こ と と、 活 動 にか か
わ って い る学 生数 の違 い が 影 響 して い る と考 え られ る。自分 の意 見 の 他 者 へ の 伝 達(⑳)が 、
ぴ っ ぱ らん シ リー ズ に か か わ っ た保 育 学 生 が よ り高 得 点 で あ る こ と も同様 と考 え られ る。
この 意 見 伝 達(⑳)と 異 な る意 見 の受 容(⑳)が 同程 度 で あ れ ば、 バ ラ ンス の良 い コ ミュ ニ ケ
ー シ ョン が取 れ て い た と考 え られ る。
〔オ ン ラ イ ンな らで は の 活 動 〕
オ ン ラ イ ン に よ る実施 は難 しい(⑯)と 感 じて い る一 方 で 、 オ ン ラ イ ンに よ る実 施 な らで
は の 活 動 が で きた(⑰)と 感 じて い る学 生 が 多 い こ とか ら、ICTツ ー ル 使 用 上 の技 術 的 な問
題 や 声 か け の 工 夫 な ど につ い て は 、 別 途 、 簡 易 マ ニ ュア ル 等 の作 製 が 有 効 で は な い か と考
え て い る。
〔子 ど もや 保 護 者 との 関 わ り〕
子 ど もに合 っ た対 応 へ の学 び(⑩)の ポ イ ン トが 、 ぴ っ ば らん シ リー ズ で相 対 的 に 高 得 点
とな って い るの は、 プ ロ グ ラ ム の特 徴 が 影 響 して い る と考 え られ る。
ま た 、保 育者 に よ る子 ど も・子 育 て 支 援 が必 要 とさ れ て い る に も関 わ らず 、通 常 の保 育 実
習 や 幼 稚 園 教 育 実 習 で は、 保 育 学 生 が 保 護 者 にか か わ る機 会 が ほ とん どな い こ とか ら、 保
護 者 と の関 わ りを新 鮮(⑫)と 感 じて お り、 ぴ っ ぱ ら ん シ リー ズ で は満 点 の5.0ポ イ ン トと
な る一 方 で 、保 護 者 と の関 わ りは難 しい と感 じて い る(⑪)。 いず れ も、 ぴ っ ぱ らん 活 動 な
らで は の経 験 を積 む こ とが で き た と考 え られ る。
(2)保 育 者 養 成 と子 ど も ・子 育 て 支 援
学 生 と共 に行 う子 ど も ・子 育 て支 援 に は、 筆 頭 執 筆 者 か ら見 る と難 し さが3点 あ る。 ま
ず 支 援 実 践 そ の も の、次 に支 援 者 と して の保 育 者 養 成 、最 後 に他(多)職 種 との 協 働 で あ る。
筆 頭 執 筆 者 は公 認 心 理 師 ・臨 床 心 理 士 で あ り、 この職 種 に と って 子 ど も ・子 育 て支 援 は、
心 理 職 の み で 行 う個 人 心 理 療 法 とは異 な り、 他(多)職 種 との 協 働 が 重 要 な課 題 とな る。 こ
の課 題 に更 に 学 生 の保 育 者 養 成 の た め の教 育 が 加 わ る こ とに な る。
一 方 で 、 学 生 と共 に行 う活 動 の 中 で は、 執 筆 者 らが 思 っ て もみ な か っ た 発 想 や 工 夫 が 学
生 か ら提 示 され 驚 か され る こ とが あ る。 特 に、 コ ロナ禍 にお け るぴ っ ぱ らん 活 動 で は 、 執
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筆 者 ら の想 定 を は る か に越 え た豊 か な ア イ デ ア やICTツ ール へ の適 応 の早 さ に度 々 、驚 か
され て い る。 これ らの活 動 を通 して 、 保 育 学 生 た ち と、 公 認 心 理 師 や 元 幼 稚 園 教 諭 で あ る
執 筆 者 ら との協 働 関 係 も展 開 さて い る。
近 年 、ECECの 領 域 で は、知 的 な 能 力 や 測 定 可 能 な能 力 を指 す 「認 知 能 力 」だ けで な く、
感 情 を コ ン トロー ル す る力 や 人 と上 手 く関 わ って 協 働 す る力 、 目標 に 向 か って 頑 張 る力 を
指 す 「非 認 知 能 力 」 を育 て る こ とが 重 要 と され て い る。 ぴ っ ば らん 活 動 に お い て は 、 先 回
りして 逐 一 教 え る こ と は容 易 い場 合 で も、 で き う る限 り学 生 た ち の 気 づ き を待 つ 姿 勢 で 臨
ん で い る。 学 生 自 らが見 出 して い くプ ロ セ ス に寄 り添 うこ とは 、保 育 学 生 の 非 認 知 能 力 を
育 て 活 性 化 す る プ ロ セ ス に な る。 また 、 保 育 学 生 自身 で体 験 した こ とは、 親 子 へ の 関 わ り
に活 きて く る。
4.結 論
本 講 で は、初 の オ ン ラ イ ン ぴ っ ば らん活 動 の イベ ン トに至 る プ ロセ ス を基 にICTを 活 用
した保 育 学 生 の子 ど も ・子 育 て 支 援 に 関 す る学 び を検 討 した。ICTツ ー ル を駆 使 して オ ン
ラ イ ン双 方 向 に よ る ぴ っ ば らん活 動 の イ ベ ン トを行 った こ とで 、 対 象 とす る親 子 の ニ ー ズ
の 多様 性 に気 づ き、 字 幕 の 工 夫 や英 語 対 応 な ど の新 た な 工 夫 を行 う こ と とな っ た。 特 に、
字 幕 につ い て は、 聞 こ え に く さを 抱 えて い る親 子 の た め だ け で は な く、 ネ ッ ト環 境 に よ っ
て音 声 が 聞 き取 りに く くな る とい った オ ン ラ イ ンな らで は の マ イ ナ ス点 へ の 対 応 と して も
有 効 で あ っ た 。
ソー シ ャル デ ィ ス タ ンス を保 つ こ とを要 請 され つ つ イベ ン トま で の準 備 を進 め る プ ロセ
ス は 、ICTツ ー ル とい う新 た な 手 段 を駆 使 して 学 生 間 の 絆 、 学 生 と執 筆 者 ら との絆 を新 た
に構 築 す るプ ロセ ス で あ った 。 ぴ っ ば らん活 動 の イ ベ ン トに お い て は、 これ らの絆 を構 築
す る プ ロセ ス で体 得 した 思 い や 技 術 を活 か す こ とで、 如 何 に親 子 との絆 を 結 べ るか に心 を
砕 くこ と とな った 。
5.今 後 の展 望
2021年 度 に は、3回 生 の通 年 ・選 択 科 目 と して 「子 ど も ・子 育 て 支 援 演 習II」 が 開 設 さ
れ る。 初 め て オ ン ラ イ ン に よ るぴ っ ぱ らん活 動 を経 験 した 「パ イ オ ニ ア」 と も い え る学 生
と下 級 生 とが共 に ぴ っ ば らん 活 動 を行 え ば、 保 育 学 生 の ス タ ッ フ数 が 増 え るだ け で な く、
多 くの 難 点 が 改 善 され るだ ろ う。 今 回 、 ぴ っ ぱ らん活 動 に参 加 した 保 育 学 生 た ち に は 、 子
ど も ・子 育 て 支 援 に 関 す るマ ネ ー ジ メ ン トにつ い て 学 ぶ 機 会 を提 供 し、卒 業 後 に は子 ど も ・




初 の オ ン ラ イ ン に よ る ぴ っ ば らん 活 動 の イベ ン トに参 加 し、 当 日 も協 働 して プ ロ グ ラ ム
を進 め て 下 さ った 親 子 の 皆 様 、 参 加 者 応 募 に ご協 力 下 さ っ た皆 様 、 学 生 た ち の努 力 を あ た
た か く見 守 って 下 さ っ た 学 生 の保 護 者 の皆 様 、 危 機 的 な 状 況 に お い て 教 育 環 境 を ス ピー デ
ィー に整 え て 下 さ っ た学 内 の皆 様 に心 よ り感 謝 申 し上 げ ます 。 最 後 に、 苦 難 を共 に 歩 み 、
新 た な 道 を切 り開 い て くれ た 保 育 学 生 た ち に、 心 か らの 感 謝 と敬 意 を表 しま す 。
2020年 度 の び っ ぱ ら ん活 動 は教 育 活 動 予 算 「学 年 を超 え た子 ど も ・子 育 て 支 援 実 践 とそ
の研 究 」を得 て 実 施 しま した 。 ま た、 京都 市 よ り 「令 和2年 度 京 都 は ぐ くみ 憲 章 実 践 推 進
者 表 彰 大 賞 」 を受 賞 す る こ と と な りま し た。
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